
  
    
 

福岡市自閉症協会     高機能自閉症 ・ アスペルガー症候群部会 「タンポポ」 主催

         場 所： ふくふくホール  定員２００名 
                                 （ 福岡市市民福祉プラザ１F）    　
　　　　　　　　　　　　　　

         参加費 ： ５００円 
          ※福岡市自閉症協会正会員の方は無料となります。

        （通信会員は有料となります）　

▼

２０１9年1月１2日(土) 
１３：00～１６：00
　受付は１２：２０～

木谷秀勝
山口大学教育学部附属教育実践総合センター教授。
1958 年山口県生まれ。
九州大学大学院教育学研究科博士課程単位満了退学。
九州女子短期大学講師、同短期大学助教授
1998 年山口大学教育学部助教授、2011 年より現職。
専攻は、臨床心理学、ASDへの特別支援教育、臨床描画法

ツインアスピーズ
発達障がい当事者であり双子のユニットです。ジャグリ
ングとトークイベントで障がい者施設を中心に活動中。

ちあき（赤い人）
パフォーマンス担当 ASD（自閉症スペクトラム）で、人
前でしゃべることが苦手ですが、得意のジャグリングで
みなさんを盛り上げたいと思います。

ちひろ（青い人）
おしゃべり担当　ADHDのお口の多動さを活かしてトー
クで盛り上げます。発達障がい当事者としての立場、兄
弟児としての立場からの講演もおこないます。

「ツインアスピーズ」で検索！
URL: https://twin-aspies.jimdo.com/

講師プロフィール

木谷 秀勝先生　講演会

ツインアスピーズ  ちあき＆ちひろ
トーク＆ジャグリングショー

    お申し込み締め切りは１月８日（火）です
     詳細は裏面をごらんください　
　　　　　　　　　　　

　

青年期ASDが抱える「不安」への理解
～特に女性 ASDに焦点を当てて
ASD の成長過程を長期にわたり調査していると、近年青年期 ASDが抱える生き方の困難さの背景に、潜在
的な「不安」が高いことが明確になってきました。特に、一見適応状態が良好に見られやすい女性 ASDで
も感覚障害、身体症状等を通して「不安」が顕在化する場合が多いことが推測できます。
そこで、今回の講演では、演者が進めている「自己理解」プログラムの参加者（もちろん、男性にも多く
います）への調査や臨床場面を通して、ASDと「不安」との関連性について概説します。

★ちいさなサーカス「ツインアスピーズ」わたしたちの思い★
　　　　発達障がい当事者の双子のユニットによる、トーク＆ジャグリングショーを開催します。


